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　2007 年 3 月 11 日（日）、水戸プラザホ

テル（茨城県水戸市）にて、茨城県歯科医師

会主催の「第 15 回茨城県歯科医学会公開講第 15 回茨城県歯科医学会公開講

座座」が開かれた。「歯科医が提案する五感を

育てる食育」の講座では、歯科医を中心に様々

な職種から、「食」をキーワードにしたヘル

スプロモーションに関する発表がされた。

　JA 全 農 い ば ら き が 運 営 す るポ ケ ッ トポ ケ ッ ト

ファームどきどきの鎌田 定宗氏ファームどきどきの鎌田 定宗氏は、「我々人我々人

間は、植物であれ、動物であれ、その命をい間は、植物であれ、動物であれ、その命をい

ただいて生きていることを、自然を通して感ただいて生きていることを、自然を通して感

じてほしいじてほしい」と、日頃の活動を報告した。

　4ha の敷地には農園をはじめ直売所、レス

トラン、動物村などがあり、世代を超え「食

のこと」「自然のこと」を遊び感覚で楽しく

学び体験することができる。土作りから始ま

り、種をまき、収穫するまでの過程には、お

いしく、安全に、安心して食べてほしいとい

う生産者の気持ちが込められている。直営レ

ストランでは黒砂糖や天然塩など調味料にも

こだわり、無農薬の農園で収穫したての新鮮

素材の味を生かした料理を提供している。

　また、「生産者は消費者が望むものを届け

られているのか？」など問題意識を持ち、互

いに近づき本音で語り合えるよう活動してい

るという。ホームページは、

http://www.ib.zennoh.or.jp/poket/index.html

　笠間市農政課 山口 浩一氏笠間市農政課 山口 浩一氏は、平成 11 年

より、地元産農産物を地元で消費する「地産

地消」に取り組んできた。学校給食における

米飯を地元産米にすることから開始。米の消

費拡大を狙って、地元パン屋と米パンの開発

にこぎつけ学校給食に提供している。野菜に

おいても、前日収穫したものを当日の朝納品

する流通体系を構築、学校給食における市内

産の食料自給率は現在 30％に達している。

減農薬、有機質肥料によって生産された地元減農薬、有機質肥料によって生産された地元

の旬の食材を、市民に安心して口にしてもらの旬の食材を、市民に安心して口にしてもら

うことで、食育や循環型社会（ゴミを肥料にうことで、食育や循環型社会（ゴミを肥料に

して再生産するなど）を形にして再生産するなど）を形にしていきたいと

豊富を語った。

http://www.city.kasama.lg.jp/gyousei/　
shitei_kanri/index.html

　

　人の命と健康は食物で支えられ、その食物

は土が育てる。人と土は一体であるからこそ、

自分の足で歩ける範囲で採れたものを食べる

ことが体にとって一番よいという中国の仏教

用語「身土不二」から、食の大切さを考え、

現代の食生活を見直そうというのは、城里町城里町

国保沢山診療所歯科診療室 伊藤 博司氏国保沢山診療所歯科診療室 伊藤 博司氏。

　高齢者は若い頃、粗食といわれる日本の伝

統食を食べていたが、戦後50年の間に「豊食」

⇒「飽食」⇒「崩食」⇒「呆食」ともいえる状況

になってしまった。若い世代ほどこの傾向が

強く、脂肪が多く、やわらかく、濃い味のも

のを好む傾向がある。そのため味覚が鈍くな

り、噛むことの大切さを見過ごしているので

はないか。生涯を通じておいしく食べ、健康生涯を通じておいしく食べ、健康

で過ごすためには、子供の頃の食生活が基本で過ごすためには、子供の頃の食生活が基本。

ご飯と味噌汁、旬の食材を中心とした日本型

食生活を見直していこうと呼びかけた。

　医療関係者、福祉関係者、栄養士、作陶家

などが集まり、人にやさしい器づくりの活動

を し て い る チ ー ム KDS(Kasama Design 

Spirits) の一員である茨城県工業技術セン茨城県工業技術セン

ター窯業指導所の児玉 弘人氏ター窯業指導所の児玉 弘人氏。器づくりと

はいえ、他職種が集まるチームだからこそ、

様々なアイデアが出てくるという。現在はす






